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研究成果の概要（和文）：本研究では、ごく短い時間間隔に対する知覚的時間長を測定し、呈示刺激の特性によ
ってその知覚的時間長が歪むかどうかについて調べた。１秒未満の時間間隔に対する充実時間錯覚は、主に聴覚
において調べられてきたが、本研究ではランダムドット図形を刺激として用いることによって、視覚においても
同様の錯覚が確かに生じることを示した。動的ランダムドットを刺激として用いた場合、運動の速さや方向は不
定であるにもかかわらず、時間拡張錯覚が生じることが示された。さらに、知覚的時間長は、単純化した絵によ
って示された認知的な運動によっても影響され、その認知的な速さが増すと知覚的な時間長も長くなることが示
された。

研究成果の概要（英文）：Perceived lengths of very short durations were measured to investigate 
whether the perceived lengths were distorted by properties of presented stimuli. The filled duration
 illusion for time interval shorter than 1 second, which has been investigated mainly in audition, 
also occurred in vision when randomdot figures were used for visual stimuli. The time dilation 
occurred when dynamic randomdots were used as stimuli although their motion speed and direction are 
indeterminant. Perceived duration is also affected by implied motion in pictograms made of simple 
components and lengthened by an increase of the implied speed in the pictograms.

研究分野： 知覚心理学
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１．研究開始当初の背景 
 我々は物理的時間をそのまま知覚してい
るわけではない。例えば、交通事故にあった
とき、時間がスローモーションのようにゆっ
くりと流れるように感じたり、ふと見上げた
時計の秒針が止まっているように思えたり
する[1]。このような時間の歪みは、より単純
な刺激においても生じる。例えば、数秒持続
する音刺激の時間間隔（充実時間、図１a）と、
２つの短音によって区切られた時間間隔（空
虚時間、図１b）とを比較したとき、物理的
に等しい時間間隔であっても、前者のほうが
長く知覚される（＝充実時間錯覚）[2]。また、
運動する物体の呈示時間は、静止物体の呈示
時間よりも長く知覚される（＝時間拡張錯
覚）[3] 。 
 本研究では、このように大きく歪むことの
ある内的時計の構造を詳細に調べ、その歪み
がどのようにして生じるかを検討したい。直
接の研究対象として、上述した充実時間錯覚
と時間拡張錯覚を採り上げる。 
 また、主として１秒以下の時間間隔を採り
上げることにより、知覚システムが様々な環
境の中で起きている物事を、それぞれにまと
まったものとして処理する際の、基本的な過
程を明らかにする。 
 
 
 
 
 
 
 
図１ (a)充実時間と(b)空虚時間 
充実時間のほうが空虚時間よりも長く知覚
される（充実時間錯覚）。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、内的時計の構造を、知覚心理
学的手法を用いて調べ、その歪みの生じる仕
組みについて検討する。まず、単純な刺激を
用いて、本計画で用いるような時間パターン
について時間長の心理尺度を構成する。それ
を土台として、運動知覚が時間知覚に与える
影響について検討し、さらに高次の処理が関
わる認知的運動や感覚間の差異が時間知覚
にどのような影響を及ぼすかを詳細に調べ
る。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、対応する処理レベルや物理特
性が異なる刺激によって構成された、およそ
１秒以下の時間間隔に対する知覚上の長さ
を調べ、時間知覚の歪みの有無や特性を比較
した。以下の項目は、実験心理学的手法を用
いて調べた。まず、時間間隔を成すシンプル
な刺激（充実時間と空虚時間）によって生じ
る充実時間錯覚を調べ、内的時計の基礎的な
構造を明らかにすることを目指した。さらに、
運動視と時間知覚の関連性（時間拡張錯覚）

を調べた。また、異なる感覚（視覚と聴覚）
における時間知覚を比較し、同様の錯覚が起
きるかどうかを検討した。さらに時間間隔を
定義する要素全体についての時間知覚と、処
理される部分ごとの時間知覚とを比較する
ことを試みた。 
 
４．研究成果 
(1) これまで主に聴覚において調べられてき
た充実時間錯覚が、視覚においても確かに生
じるかどうかを検討した。ランダムドットを
刺激としてその平均輝度をとった背景上に
２回短時間呈示することによって空虚時間
を示した。判断すべき時間間隔は、刺激呈示
の始まりから次の刺激呈示の始まりまでの
時間とした。充実時間は、ランダムドットを
持続的に１回呈示することによって示し、判
断すべき時間間隔は刺激呈示の始まりから
終わりまでとした。ディスプレイ上に 150 か
ら 900 ミリ秒までの空虚時間および充実時
間のうちいずれかを標準刺激として呈示し
た。続いて比較刺激を提示し、調整法によっ
て主観的時間長を測定した。実験の結果、視
覚によって示されたごく短い時間間隔にお
いても充実時間のほうが空虚時間よりも長
く知覚されることがわかった（図２a）。一方、
聴覚において、1000Hz の純音および視覚刺激
を用いたときに使用したものと同じ時間間
隔を用い、知覚される呈示時間を測定したと
ころ、充実時間錯覚が生じることが確かめら
れた（図２b）。すなわち、視覚においても聴
覚においても充実時間錯覚が生じることが
確かめられた。この結果は、感覚を超えて同
一もしくは同様の時間知覚処理の構造があ
ることを示唆する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ (a)視覚における充実時間錯覚と(b)聴覚
における充実時間錯覚を示す実験結果 
 
(2) 運動知覚と時間知覚の生じ方について同
時に実験を行い、関連性を調べた。時間拡張
錯覚が生じる条件について、ダイナミックラ
ンダムドットを呈示することによって調べ、
静止したランダムドットが呈示された場合
と比較した。それぞれが呈示されたときの時
間間隔に対して、主観的時間を、再生法によ
って測定した。用いた時間間隔は、217 から
1283 ミリ秒であった。実験結果から、ダイナ
ミックランダムドットを用いた場合のほう
が、静止したランダムドットを用いた場合よ
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りも、呈示時間が長く知覚されることがわか
った（図３）。 
 さらに、ダイナミックランダムドットと静
止したランダムドットの知覚的呈示時間を
より詳細に調べるために、調整法によって両
者を測定した。用いた時間間隔は、150 から
900 ミリ秒であった。比較刺激として、ラン
ダムドットのフラッシュを２回、継時的に呈
示し、それらが作る空虚時間の時間間隔を用
いた。実験の結果、ダイナミックランダムド
ットを用いた場合と静止したランダムドッ
トを用いた場合の両方で、比較刺激よりも長
く知覚された。すなわち、充実時間錯覚が起
きることが確かめられた。さらに、比較刺激
との差分を過大評価量と定義すると、ダイナ
ミックランラムドットを用いたほうが、静止
したランダムドットを用いた場合よりも、過
大評価量が大きくなることがわかった。すな
わち、時間拡張錯覚が生じた。特に、750 ミ
リ秒以上の時間間隔を用いたとき、ダイナミ
ックランダムドットの呈示時間のほうが、過
大評価量が大きくなることがわかった。静止
したランダムドットを用いたときは、過大評
価量は一定であったが、ダイナミックランダ
ムドットを用いたときは、時間間隔の長さに
比例して過大評価量が増加した。このように、
運動方向や運動速度は不定であるにもかか
わらず、運動知覚が生じるような場合におい
ても、時間拡張錯覚は生じた。静止したラン
ダムドットが呈示される持続時間と、動的な
ランダムドットが呈示される持続時間は、異
なる方法で処理されている可能性が示唆さ
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ ダイナミックランダムドットおよび静
止ランダムドットを呈示した際の知覚的時
間長の結果 
 
(3) 錯覚的運動や認知的運動と時間知覚の生
じ方の関連性について調べた。まず、錯覚的
な動きの知覚を引き起こす運動錯視図形と、
構成要素の大きさおよび平均輝度は同じで
あるが錯覚的な運動を引き起こさない図形
を呈示し、その知覚的な呈示時間を測定した。
用いた時間間隔は、150 から 900 ミリ秒であ
った。その結果、運動錯視図形を用いた場合
と運動知覚を引き起こさない図形を用いた
場合の知覚的な呈示時間長の間に差は見ら
れなかった。すなわち、錯視図形を用いた錯

覚的な運動では、時間拡張錯覚は生じないと
いう結果が得られた。一方で同じ刺激に対し
て、マグニチュード推定法によって運動知覚
の程度を測定したところ個人差が大きく現
れた。本研究ではおよそ１秒以下の時間間隔
について取り扱っているが、そのようなごく
短い呈示では、十分な錯覚量が得られなかっ
たためにこのような結果が得られたとも考
えられる。運動錯視を刺激として用いる場合、
１秒を超える時間間隔についても今後取り
扱う必要性が示唆された。 
 また、認知的運動と時間知覚の関係性につ
いて調べた。静止した人や走っている人を大
幅に単純化して表した絵を呈示し、被験者に
その呈示時間が主観的にどのくらいの長さ
に感じられたかを回答してもらった。絵が示
す認知的運動の程度は４段階用意した。用い
た時間間隔は、150から900ミリ秒であった。
実験結果から、人が急いで走っているように
認知される絵は、静止した絵または歩いてい
る絵よりも長い時間呈示されたように知覚
されることがわかった（図４）。すなわち、
大幅に単純化された人の絵を用いた場合に
おいても、認知的な運動によって時間拡張錯
覚が引き起こされることが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 認知的運動が知覚的呈示時間長に与
える影響 
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